
お
る
な
か

奈
良
。大
中
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
大
和
高
田
市
大
中

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
一
一
月
１
二
〇
〇
七
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
和
高
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
濱
野
俊

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
飛
鳥
時
代

。
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
中
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡

は
沖
積
地
に
立
地
し
、
標
高
は
五
九
ｍ
前
後
を
測
る
。
今
回
の
発
掘
調
査
は
マ

ン
シ
ョ
ン
及
び
個
建
て
住
宅
建

設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
弥

生
時
代
後
期
後
半
か
ら
飛
鳥
時

代
で
は
、
井
戸

・
土
坑

・
掘
立

詢

柱
建
物

・
溝

・
柱
穴
な
ど
、
中

姉

世
で
は

一
四
世
紀
後
半
を
中
心

期

と
し
た
環
濠

・
井
戸

・
土
坑

・

柱
穴
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
、
井
戸
や
柱
穴
な
ど
の
遺
構
が
集
中
す
る
居
住
空
間
の
外
側
を
囲
む

環
濠
の
機
能
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
同
層
か
ら
は
他
に
多
量
の
土
師
皿

・
瓦

器
や
漆
器
椀

・
折
敷
な
ど
の
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
環
濠
の
開
削
時

期
は
不
明
だ
が
、　
一
四
世
紀
後
半
に
中
心
を
も
ち
、　
一
五
世
紀
初
頭
に
は
埋
め

一戻
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い
　
。
「
日
　
日
　
日
　
日
日
日
日

天
　
王
　
也
　
　
人
鬼

日

　

日

　

日

　

日

日

日

日

。
「口

□

ω
ｏ
卜
×
い
ｏ
×
■
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

上
端
と
左
右
両
辺
は
丁
寧
に
削

っ
て
整
形
し
、
下
端
は
尖
ら
せ
る
。
表
面
の

中
央
部
、
「急
々
如
律
令
」
の
直
上
に
は
、
斜
行
す
る
二
本
線
が
交
差
す
る
記

号

（剣
を
表
す
力
）
が
記
さ
れ
る
。
左
右
の

「日
」
は
そ
れ
ぞ
れ
三

・
四

。
三

の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に

「急
々
如
律
令
」
の
左
右

に
も
、
「日
」
ら
し
き
墨
痕
が

一
部
確
認
で
き
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
人
文
考
古
学
研
究
室

の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
付
属
博
物
館

『大
和
を
掘
る
二
五
　
一
一〇
〇

六
年
度
　
発
掘
調
査
速
報
展
』
０
一〇
〇
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
（濱
野
俊
こ

日  日
日  日
日徐 日

篠

Ⅱ二Ⅱ
令



2007年出上の木簡
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